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　生物学的製剤を契機に疾患の病態が明確になり，さらに新しい薬が開発され臨
床応用されることで，皮膚科学は大きな発展を遂げています。その結果，さまざま
な疾患の治療法が多様化し，新薬の適正使用を示すために日本皮膚科学会のガ
イドラインや治療指針が公表され，われわれ皮膚科医には，標準治療を的確に選
ぶことが求められています。そんな時代を背景に実臨床の場で役立つようにという
目的で作成したのが，「だ～まにゅ Dermatology Manual」です。
　「だ～まにゅ Dermatology Manual」は，疾患を見たときに検討すべき治療選択
肢を手軽に確認できるハンドブック（マニュアル本）を目指しました。そのため，でき
るだけ箇条書きにして図表を取り入れ，治療法の選択肢やガイドラインの推奨する
治療が視覚的に探しやすいように工夫を加えています。当初は，Dermatology 
Manualという従来型の格式ばった名称を考えていたのですが，金原出版「皮膚
科の臨床」編集室の若きマドンナ小杉さんが略称の「だ～まにゅ」をつけることを提
案してくれました。
　「だ～まにゅ Dermatology Manual」は診察室に常備，あるいは常に携帯してい
ただき，治療法に迷ったときや確認したいときに手軽に参照していただける日常診
療に役立つ本です。一家に一台ならぬ，一診察室に一冊「だ～まにゅ」を目指した
いと思っています。

はしがき

2025 年 5 月
「皮膚科の臨床」編集委員会

土田　哲也
五十嵐敦之
相馬　良直
林　　伸和
佐伯　秀久

2026/09/29 11:44:53


